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Abstract
 
According to the forthcoming course of study in Japan,home economics educa-
tion class attaches greater importance on matters surrounding relationships within
 
a family.
Behind this lies issues related to the family system in the modern Japanese
 
society,such as family breakdown or the isolation of members within a family.
However,many teachers feel that such“family”issues are difficult subjects to be
 
taught in classrooms.
In this study,I sought for possible lesson plans to teach what a family is through
 
the dining scenes from movies,and employed“The Family Game”as lesson
 
material.I hope these lesson plans wil lead to the effective study of“family”and
 
related issues in our modern society.
１．はじめに
学校教育において「家族」に関する多様な内容
を総合的に学習するのは家庭科である。小学校
５・６年「家庭」、中学校「技術・家庭」、さらに
高等学校共通教科「家庭」へと継続して男女共に
必修で学習する。
家庭科における「家族」に関する学習は、学校
段階に応じて次のように目標設定されている。小
学校では、家族の一員として成長する自分を自覚
し、家庭生活を大切にする心情をはぐくむことを
めざす웋웗。中学校では、自分と家族や家庭生活との
かかわりについて考え、自分の成長や生活は家族
やそれにかかわる人々に支えられてきたことに気
づくことをねらいとする워웗。高等学校では、家族・
家庭の意義を理解するととともに、家族・家庭が
社会との関わりの中で機能していることを理解し、
将来に向けて家族が互いに協力して生活を創造し
ていこうとする意欲へつなげることが目標とされ
る웍웗。すなわち「小学校では家族の一員としての視
点、中学校では自己の生活の自立を図る視点が重
視され、高等学校では、社会とのかかわりの中で
営なまれる家庭生活や地域の生活への関心を高め、
生涯を通して生活を創造する主体としての視点」
が重要であるとされる웎웗。
こうした「家族」に関する学習は、1951年告示
から1998年告示の学習指導要領に至るまでは、小
学校と高等学校においては取上げられてきたもの
の、中学校では1989年告示の学習指導要領までそ
の内容は欠けていた웏웗。しかし、現代における家族
形態の多様化や個人化、家族機能の変化、さらに
家族をめぐる諸問題が顕在化している状況を背景
として、1998年告示された新学習指導要領ではど
の学校段階においても「家族」に関する学習を重
要視するようになっている。
一方、教師が「家族」に関する学習を指導する
ことの困難さはこれまで多々指摘されてきている。
その主な理由は、第１に家庭科における衣・食・
住生活に関する学習内容とは異なり、身につける
知識や技能が明確ではなく、「関心・意欲・態度」
といった情意的な評価項目が中心になり、結果と
して効果的な指導内容や方法、成果の検討が不十
分になること원웗。第２には、「家族」に関する学習
では、どうしても生徒が自分の家族のことに考え
至るわけであり、家族内での葛藤や現実に家族崩
壊に直面している生徒がいることも予想される場
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合の問題設定や、生徒のプライバシーに関わる危
険性がある。この点は新学習指導要領では家族構
成や生徒のプライバシーに十分配慮して取り扱う
ことが指導上の留意点として明記されている。し
かしこうしたことは指導する教師にとっては、片
田江綾子が指摘しているように「気を遣い過ぎて
ちょっと怖い」と思いながら教えることになって
しまいかねない웑웗。第３には、家庭科教育の中心は
依然として衣・食・住生活の学習におかれる傾向
が強く、実習や製作時間が不足がちな場合には「家
族」に関する学習内容が圧縮されることもあり、
したがって生徒自体の学習意欲も低くなりがちで
あるといったことがあげられる。
このような「家族」に関する学習に対して、鈴
木敏子は、「あるべき家族像が基準になってプライ
バシーという傘の下に臆病になったり、道徳的、
説教的な指導」になりがちな点を批判している웒웗。
また牧野カツコは、「正常な家族、正しい家族関係
などを教師が教えようとすることをむしろ避けて、
……いろいろな家族があること、いろいろな生き
方があること」に気づかせることが重要であると
指摘する웓웗。
本稿は、高等学校家庭科において「家族と食卓」
という題材を設定し、ある１つの家族の食卓風景
がその家族の問題状況を現わしていることに気づ
くことをとおして、「家族って何だろう」とか「家
族にとって大切なことは何だろう」と考える授業
を設計したので、その試案について報告するもの
である。利用する教材は、映画「家族ゲーム」に
描かれている家族の食事場面である。理想的な家
族の食卓風景ではなく、家族崩壊を象徴するよう
な姿を描写したこの映画をあえて教材として利用
することによって、生徒はよりリアルに家族の在
り方に関心を寄せることができると考えた。
２．「家族」に関する学習内容と指導方法
「家族」に関する学習内容は多様である。小学校
家庭科で最初に位置づけられている学習内容は
「家庭生活と家族」であり、衣・食・住や消費生活・
環境等とかかわらせながら学習させるようになっ
ている웋월웗。この「家庭生活と家族」の内容はさらに
「自分の成長と家族」、「家庭生活と仕事」、「家族や
近隣の人々とのかかわり」の項目に分けられ、こ
のうち「自分の成長と家族」については、ガイダ
ンス的な内容として第５学年の最初に履修するよ
う位置づけられている。また「家族や近隣の人々
とのかかわり」においては、「家族との触れ合いや
団らんを楽しくする工夫」により家族と親しくか
かわることが大切であるとされる。
中学校「技術・家庭」（家庭分野）では、「家族・
家庭と子どもの成長」の内容に「自分の成長と家
族」及び「家庭と家族関係」が項目として含まれ
ており、やはり「家族」に関する学習を第１学年
の最初にするよう留意することになっている웋웋웗。
高等学校では、教科全体の目標として家族・家
庭の意義、家族・家庭と社会とのかかわりについ
て理解させるとともに、男女が相互に協力して家
族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの
重要性について認識させるよう内容の充実が図ら
れている웋워웗。科目別にみると、家庭基礎及び生活デ
ザインでは「人の一生と家族・家庭及び福祉」が
１つの内容であり、「……家族や家庭生活の在り
方、子どもと高齢者の生活と福祉について考えさ
せ、共に支え合って生活することの重要性につい
て認識させることを目標としている。家庭総合で
は、「人の一生と家族・家庭」で１つの内容に構成
されており、家庭の機能と家族関係、家族・家庭
と法律、家庭生活と福祉などを含めて、青年期の
生き方を考えさせることと合わせて、家族・家庭
の意義、家族と社会のかかわりについて理解させ
る内容になっている。
以上のような「家族」に関する学習の指導にあ
たっては、中学校では「例えば物語等を活用した
り、自分の成長とそれにかかわってきた人々を図
に表したり、……ロールプレイングなどの活動を
おこなったりすることを通して具体的に考えさせ
る」웋웍웗ようにしたり、また高等学校では、「具体的
な事例や演習を通して家族関係の在り方を考えさ
せる」としてその取り扱い方法についても説明が
加えられている웋웎웗。
これまで実践されてきた代表的な「家族」に関
する学習方法の１つは、ロールプレイングである。
これは多くの場合、生徒をグループ分けし、その
中で家族に関する問題を１つ設定させて、生徒が
シナリオを作成し、役割を決め、演じる。結果は、
それぞれの役割を演じた時の気持ちを話し合い、
まとめるという方法である。家族員の行動をでき
るだけ客観的に捉え、設定された状況における可
能な対応を見出す（問題解決学習法）が目的とさ
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れ、家族内で立場や役割が違うと考え方や意見に
差が出ることを確認する。また、振り返りの時間
には、演じていた自分や一緒に演じた人の気持ち
や考えを言葉で表現することによって、家族員の
相互理解の大切さを学ぶといった方法である웋웏웗。
この学習方法を実践する場合の課題は、取り上げ
るテーマを生徒に任せると教師が意図したような
課題発見からは逸脱してしまうケースが生じたり、
各グループが似かよったテーマに偏る危険性があ
る。また評価が家族に関するどのような課題の設
定や解決方法に至るかよりも、生徒同士の演技的
褒め合いになってしまう傾向が生じることも多い。
第２は、「わたし」を中心とした家族の関係図を
描く方法である。これによって、自分の家族を客
観視できるようになることが目的である。20年後
とかあるいは近い将来の自分の家族の関係図に発
展させることも可能であるが、その場合に留意す
べき事項は、例えば社会の動向、家族の動向等に
ついての知識を教師が充分に提供できなければ少
なからず興味本位の将来設計図に陥ってしまうこ
とになりかねないこと、また家系図から現代の家
族問題を導くことは難しい。
第３には、マンガ・アニメ「サザエさん」や「ち
びまる子ちゃん」を利用する方法である。これに
より家族形態とその変化について学習することは
可能であり、ライフステージによる住生活の変化
とあわせて学習する例なども報告されている。こ
れらのアニメを題材として家族についてのある場
面を切り取り、家族をめぐる問題やそこにおける
家族員の役割関係にまで発展させる学習は可能で
あり、以下に述べる家庭科の教科書においてもこ
れらのアニメを利用した学習例が紹介されている。
しかし、そこに描かれているチャブ台を囲んで家
族が食事する場面は現代ではすでに多くの家庭で
は成立していないことを前提にすると、孤食の実
態とどのように結び付けて指導するのかは困難で
あり、過去の理想の家族の食卓風景の学習になり
かねない。
３．家庭科教科書にみる「家族と食卓」にかか
わる記述内容
「家族」に関する学習は、該当する内容の箇所だ
けではなく、「食」に関する学習内容においても家
族が食卓をともにすることによってコミュニケー
ションの機会が確保されることの大切さなどが取
り上げられているので、「家族と食卓」として２つ
の学習内容を結びつけて学習することができる。
そこで、「家族」に関する内容のほかに「食」の
学習内容において食卓と家族団らん・コミュニ
ケーションの機会などに関する記述が現行の家庭
科教科書においてどのようになされているのかを
学校段階別に確認した（表―１）。
小学校では、Ａ社の教科書において、「家族」の
内容としては「見つめてみよう私と家族の生活」
と、「食」の内容として「簡単な食べ物とお茶を用
意して、団らんを計画し、家族とのふれ合いを深
める」といった記述がみられた。またＢ社では、
「家族」の内容として「わたしと家族を見つめよう」
と「食」の内容として「家族のためにお茶を入れ
よう」の記述がみられた。このうち後者の「家族
のためにお茶を入れよう」に関しては2012年６月
２日の朝日新聞〝ひととき"欄に掲載された投稿
記事が注目され、家庭科教育学会のメールマガジ
ンでも紹介された（資料―１）。この例は、小学校
家庭科では「多くの学校で『家族との触れ合いや
団らんのくふう』の学習と『こんろの安全な取り
扱い』の学習を組み合わせて、みんなでお茶を入
れて楽しく味わう実習を行っており、家庭での実
践例として大きな意義がある」と称賛された。
一方お茶といえばペットボトルのお茶しか飲ま
ない家族・家庭があるのもわが国の現状であり、
急須も湯呑茶碗もない家庭もあり得ることを考え
ると、〝家族にお茶を入れる"という家庭科の実践
は今後成り立っていくのかについて疑問もある。
しかし家族とふれ合う機会を持つことの喜び・楽
しみを実践することへの工夫は、どのような家
族・家庭においても必要であるし、可能であろう。
それらを通して家族・家庭生活でのゆとりや優し
さ、互いの理解と支えあいの態度を身につける。
それさえも不可能な家族・家庭生活に対しては、
もはや家庭科は無力でしかないといえよう。
中学校については、Ｃ社・Ｄ社ともに「家族」
の学習内容にロールプレイングによる学習方法が
紹介されている。とくにＤ社の教科書では、「家族」
に関する内容として「家族関係をよりよくしてい
こう」〝ある家族の食事場面"においてマンガや
ロールプレイングによる学習例が紹介されており、
「食」の内容においても食事の役割を考えよう（家
族との交流を豊かにする）、「食卓の雰囲気は生活
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表―１ 教科書にみる「家族と食卓」に関する記述内容
「家族」の学習内容から 「食生活」の学習内容から
Ａ社
○見つめてみよう私と家族の生活 ○簡単な食べ物とお茶を用意して、団らんを計画し、家族と
のふれ合いを深める
Ｂ社 ○私と家族を見つめよう ○家族のためにお茶を入れよう
Ｃ社
○私を支えてくれた家族や周囲の人びと
○中学生と家族とのかかわり（中学生の家族関係）
○ロールプレイングをして家族の気持ちを考えてみよう
○これからの私と家族との関係（家族関係の変化、これから
の私と家族）
○食事は大切なコミュニケーションの場となる
○孤食、個食
Ｄ社
○家庭や家族の基本的な機能（安らぎを与える、互いを尊重
しいたわり合う）
○家族関係をよりよくしていこう（ある家族の食事の場面）
○マンガを見て、それぞれの家族の気持ちを考えよう
○今の家族とのかかわりを振り返ってみよう
○ロールプレイングをして家族関係をよりよくする方法を
考えよう
○食事の役割を考えよう（家族との交流を豊かにする）
○食卓の雰囲気は生活を豊かで楽しいものにする
Ｅ社
○家族のことを考えてみよう（物語や映画、アニメ等に登場
する家族を思い浮かべてみよう）
○家庭や家族のはたらき
○写真を見て、食卓を囲む人たちや料理について話してみ
よう
○「食べる」ことがつなぐ３つの営み（３ 人間関係をつく
る）
○孤食、個食
Ｆ社
○家庭の機能と家族く関係（親子関係・夫婦関係）
家族の団らんの場
○食べるということ
食事を介して、家族や友人、そこに集まった人々との一体
感を強めたり、コミュニケーションを図ることができる
Ｇ社
○いろいろな家族、いろいろな暮らし方を見てみよう
○「私にとって家族とは」
○誰と一緒に食事をしたか（ケンタの家族のルール）
○ともに食べるということ
共に食べることが、人間と人間をつなぐ大事なきづなと
なっている。食事には楽しいかたらいを通して心の交流
をはかる働きもある
Ｈ社
○家族をみつめる
○家族の人間関係（夫婦関係・親子関係・きょうだい・祖父
母との関係）
親子が共に触れ合う時間を確保して、コミュニケーショ
ンを大切にし、バランスのとれた人間関係を形成する
○家庭生活の共有（家族の行動や気持ちのやり取りのイ
メージ）
○一人で食事する方がよいという子どもたちがいる。そう
した子どもたちの気持ちや理由について考えてみよう
○食生活をみつめよう
親しい人たちとともに会話を弾ませながら食事をすると、
人間関係が円滑になり、生活に潤いが生まれ、人生を楽し
くしてくれる。
○家族で団らん
食事は私たちが豊かで活力ある生活を送るために大切な
役割を果たしている。
Ｉ社
○家族って何？（アニメの家族：ちびまる子ちゃん、フラン
ダースの犬、ムーミン一家）
○家族ってなんだろう（新聞記事より）
○家庭の役割とは（家族の団らんの場）
○通信機器と家族～家族のコミュニケーションを見つめな
おしてみよう
○家族についてデイベートしてみよう
○食事とコミュニケーション（孤食、個食）
Ｊ社 ○家族とは何だろうか ○楽しい食事
Ｋ社
○家庭の役割（家族の団らんの場） ○複数の人と囲む食卓はコミュニケーション能力を育てる
大切な場である。
○孤食
Ｌ社
○こんにちの家族をめぐる問題（親子関係の変化、夫婦関係
の変化）
○食事マナー、会食
Ｍ社
○家族って何だろう（家族にとって大切なものは何だろう）
○家庭の役割（家族の団らん）
○人間と食べ物
Ｎ社
○家族って何？（アニメの家族：ちびまる子ちゃん、フラン
ダースの犬、ムーミン一家）
○家族ってなんだろう（新聞記事より）
○家庭の役割とは（家族の団らんの場）
○共食（コミュニケーションの場としての食事という観点
から、自分の食生活を振り返ってみる）
○孤食、個食
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を豊かで楽しいものにする」といった記述がみら
れた。さらにＥ社の教科書では、「物語や映画、ア
ニメなどに登場する家族を思い浮かべてみよう」、
「食べること」は、人間関係を作ることにつながる
といった記述がみられた。
高等学校では、現行の家庭基礎の教科書のうち、
「家族」に関する学習内容は、多くの教科書におい
て家族の機能・役割と団らんに関する内容が文章
あるいは図表によって示されていた。「家族」に関
する学習内容の箇所に食事に関する内容について
触れている教科書はＧ社の「誰と一緒に食事をし
たか（ケンタの家族のルール）」と、Ｈ社の「一人
で食事する方がよいという子どもたちがいる。そ
うした子どもたちの気持ちや理由について考えて
みよう」といった記述がみられた。一方「食」に
関する学習内容では孤食や個食といったテーマは
すでに中学校で取り扱われており、高等学校の教
科書では共に食べるということを介して人とのコ
ミュニケーションが図られるといった内容の記述
がみられる程度であった。同一の出版社から家庭
総合と家庭基礎の教科書が発行されているケース
では、前掲表―１に見るようにその記述内容も重
なっており、いずれも「家族って何」の教材とし
てアニメの家族を利用した学習例が紹介されてい
た。総じて高等学校の場合、「食」に関する学習で
は科学的知識の学習内容が多くを占めているため、
食事のマナーや共食などといった記述は若干見ら
れる程度であった。
４．「家族って何だろう」を考える授業試案
～映画「家族ゲーム」の食事場面を題材に～
高等学校家庭科において、家族のあり方につい
て考える授業「家族って何だろう」を、「家族と食
卓」と題材設定して、映画「家族ゲーム」の食事
場面を描いたビデオ資料を用いて授業を設計した。
この映画は、家族のあり方を考える教材として
はマイナス的な内容を描いたものであり、いわば
負の題材を利用することによって生徒はより具体
的に家族のあり方や家族がかかえる諸問題を社会
とのかかわりにおいて捉えることができるのでは
ないかと考えた。
１）映画「家族ゲーム」のあらすじと食事場面
この映画について今回の授業試案にかかわる内
容の概要をまとめる。
1970年代の「岸辺のアルバム」をきっかけに、
わが国では家族崩壊といった言葉が取りざたされ
るようになった。「家族ゲーム」はその後1983年
（森田芳光監督）に作られた映画である。
この映画に描かれている家族は、理想的な父親
像・母親像、あるいは子ども像を追及することに
疲れつつ、無意識のうちに家族４人が「家族ごっ
こ」をしている。しかしその「家族ごっこ」が二
男の家庭教師（大学７年）によって崩されていく。
新しい家庭教師がこの家庭に初めてやってきた時
の食事場面が長方形の食卓にみんなが一列に並ん
で食事をする風景である。原著「家族ゲーム」（本
間洋平著、1982年）にはこうした食事場面に関す
る記述はなく、これは映画にのみ描かれている（図
―１）。
この食事場面の描写については当時新しい映像
表現として称賛されたりもした。しかし一方で、
これはわが国における食卓の歴史から見れば、非
常に奇異な場面設定である。食卓のまわりを家族
が囲むといった一般的な食事場面の設定ではなく、
この〝家族ごっこ"している家族にとってはいわ
ば必然的な食卓の座り方であったと考えられる。
すなわち夫婦関係においても親子関係においても
あるいは兄弟関係においてもこの家族は本音では
生活していない、あるいはできない家族になって
しまっている姿をこの食事場面は象徴的に現わし
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資料―１ 【見事な半熟、孫にカンパイ】
今夜の食事は、小五の孫がゆで卵とお茶を担当す
るという。
先日、家庭科で習ったのを実演するのだ。
「どうやって作るの？」と眺めていると、家族一人
一人にどれくらいの固さのゆで卵がいいか希望を
聞く。「龍君のおすすめは？」「僕は半熟が最高」
「じゃあそれでお願い엊」と、全員一致。
卵は水から入れる。タイマー片手に沸騰後５分で
火を止める几帳面さ。すぐに水に取り、冷ます。「殻
は自分で取って」と孫。씗略>
食後のお茶は、急須にお湯を注いで待つこと一
分。どの湯飲みにも濃さが均一になるように少しず
つ順番に入れてくれる。씗略>
主婦歴何十年も続けてきた私は、孫に完敗。씗略>
「龍君、また作ってね」の家族の声に、「僕はゆで卵
係になる」と自信満々。
さて、次はどんなものを作ってくれるか楽しみ
だ。
「朝日新聞」2012年６月12日
ている。
父親は小さな自動車整備工場を経営しているが
家庭内では父親・夫としての威厳のみを保とうと
している。母親は夫のいうなりの貞淑な妻を無意
識にも演じようとしており、子どもにとってはよ
く気がつく理想的な母親像として登場する。母親
自ら自分が子どもたちの一番の理解者だと思って
いるが、しかし子どもたちの本音は到底理解でき
てはいない。兄は優等生を演じているが、弟に新
しい家庭教師が来たことで自分の生き方が本音で
はないことに次第に気づいていく。弟は高校進学
を前にしているが苛めにあっており、学校での成
績は劣等生、この弟に型破りの家庭教師がやって
くるところから物語がはじまる。そして家庭教師
が来た最初の日の夕食場面がみな一列に並ぶ食卓
風景である。食卓には洋風の豊かな献立が並んで
いる。しかし家族は一列に並ぶ食卓に窮屈そうに
腰かけ、前におかれたワゴンを滑らせて必要な献
立を引き寄せる。映画の最後の場面はとくに印象
的であり、家庭教師が食卓の食べ物をぐちゃぐ
ちゃにし、テーブルをひっくり返して家を出てい
く。その汚れた床、割れた皿を家族４人がそろっ
て床に膝まづいて片づけはじめる場面こそが、よ
うやくこの家族が「家族」としての共同行動を行
う唯一の実像を映し出ているかのようである。
授業では、以上の内容が生徒に伝わるように映
画の各場面を再構成し、10分程度のビデオにまと
めたものを視聴する。
２）「家族と食卓」の授業設計
～映画「家族ゲーム」の食事場面を題材に～
【本題材の学習目標】
本題材の学習目標を次のように設定した。
映画「家族ゲーム」に描かれている食事場面を
見て、この家族のどのような問題状況を現わして
いるのかについて考えることができる。またグ
ループでの意見交換をもとに、自分の家族を客観
視しつつも「家族にとって大切なものは何か」に
ついて考えることを目標とする。
【授業の展開】
表―２をもとに授業展開について解説する。
１）食卓の変遷と家族のあり方
まずはじめに食卓の歴史的変遷について資料等
を使って説明する。
○銘々膳からチャブ台へ
家長を中心に家族が正座して、銘々膳で静かに
食事をしている（図―２）。この食卓では会話は厳
禁とされていた（図―３）。また給仕する女中の姿
が描かれていることから戦前の中流家庭の食事風
景であろう。
チャブ台での代表的な食事風景を描いているの
はマンガ・アニメの「サザエさん」「ちびまる子ちゃ
ん」である。家族がそろって円形や角形のチャブ
台で食事をしている（図―４）。チャブ台での食事
は1920年代後半から銘々膳より多くなる（図―
５）。チャブ台での食事では、食卓での団らんとい
うよりもむしろ初期の頃は子どものしつけの場あ
るいは父親の説教を聞かされることが多かった。
○テーブルでの食事は、第二次大戦後の日本住
宅において「食寝分離」が目指され、公営住宅を
先駆けとして導入されるようになり、1970年代に
はチャブ台での食事と入れ替わる。それとともに
食事中の会話も「話してもよい」に変わってくる
（前掲図―３）。さらにテレビの普及によってテレ
ビを見ながら食事をする家族が多くなってきた。
２）映画「家族ゲーム」の視聴
最初にこの映画のあらすじについて、前述した
内容を説明する。その後食事場面を中心に編集し
たビデオを10分程度視聴する。
３）問題提起
「家族ゲーム」では、「なぜ家族が一列に並んで
座る食卓なのだろうか」考えてみよう。「この場面
は家族同士のどのような姿を象徴しているのだろ
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図―１ 映画「家族ゲーム」の食事場面
にっかつ、配給ATG、1983年
図―２ 銘々膳での食事風景
小泉和子『ちゃぶ台の昭和』、河出書房新社、2002年、p.91
図―３ 食事中の会話
石毛直道『食卓文明論』中公叢書、2005年、p.209
表―２ 「家族と食卓」の授業展開（試案)
学習項目 学習内容 時間
本時の学習内容
１．食卓の歴史
食事風景をとおして家族のあり方について考えよう
１．食卓の変遷と家族のあり方（説明）
○銘々膳
図―２
図―３：食事中の会話
○チャブ台での食事
例：マンガ「サザエさん」、「ちびまる子」 図―４
座式の生活、食卓は子どものしつけの場
○テーブルでの食事
いす式の生活 図―５
「食寝分離」
10
２．映画「家族ゲーム」 ２．映画の視聴
○映画のあらすじ（説明）
○ビデオ視聴 ～食事場面を中心に～
15
３．なぜ家族が一列に並んで食事す
るのだろう
３．問題提起
なぜ食卓では家族が一列に並んでいるのだろうか？
(グループで考える）
10
４．家族間のかかわり方 ４．グループの意見発表
この家族は食卓を共にしているにもかかわらず、家族はばら
ばらで、互いに理解しあってはいないことに気づく
10
５．まとめ
「家族にとって大切なこと」とは
５．まとめ
「家族にとって大切なことは何だろう？」
↓
食卓を共にすることだけではない
↓
家族間のコミュニケーションの確保
5
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うか、話し合ってみよう」との教師の問いかけに、
グループで話し合い意見をまとめる。
４）各グループの意見発表
グループでの意見発表をとおして、生徒達はこ
の家族が食卓を共にしているにもかかわらず、家
族関係はバラバラで、互いに理解しあっていない
のではないかということに気づく。
５）まとめ
この家族にとって食卓は安らぎの場にはなって
いない。食卓を共にすることだけが大切なのでは
なく、自分達それぞれの家族の状況に応じたコ
ミュニケーションの取り方があってよい。
５．おわりに
ここで提案した授業試案は、いわば正解を導か
ない授業である。
家族崩壊しつつある家族の映画を教材として用
いることによって、家族の大切さは何かを考える
授業は逆説的な学習方法であり、授業展開には困
難も予想される。しかし当たり前と考えられてい
ることをひっくり返して裏側から捉え直してみる
方法は生徒達にとっては刺激になり家族のあり方
に関心を向けることができるのではないだろうか。
家族の機能や役割についての学習は、おもに楽
しい食事場面、食卓を囲むことにより家族団らん
を推進することにつながるといった内容で展開さ
れている。しかし現実には生活時間のズレや経済
活動の個人別化などをとおして家庭生活の個人化
が推し進められている状況にあって、家族が一緒
に食卓を囲むことはますます難しくなっている。
さらに家族と食卓をめぐっては孤食や個食といっ
たことも社会問題化している。こうした状況を背
景に2006年には食育推進基本計画が示されたが、
そこでは食卓を家族コミュニケーションの場とし
て位置づけ、楽しく食卓を囲む機会を持つことを
推奨している。これまでみてきたように多くの家
庭科教科書においても食卓での家族団らんについ
ての記述が取り上げられている。しかし表真美は、
「食育基本法が施行された現在、現行のすべての教
科書が、戦後かつてなく多くの頁を割いて食卓で
の家族団らんの効果を謳い、強調している」が、
このような「一定のモデルに従った強迫的な食卓
での家族団らんの推奨」を改めるべきであるとの
警告を発している웋원웗。
食卓は家族にとって安らぎの場である場合もあ
るが「家族ゲーム」の場合のように到底安らぎに
はなっていない食卓があるのも現実である。家族
が食卓を囲んでも和やかな雰囲気で会話がなされ
ていなければ効果はない。むしろ家族一緒の食卓
の確保が困難でも、それを補う家族員同士の意思
疎通の場があることが家族にとっては大切なこと
であるとこの授業を通して考えてほしい。
今後はこの試案を授業実践することによってさ
らに課題を発見しつつ再考していきたい。
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